
 

 

 

 朝
あさ

晩
ばん

の冷
ひ

え込
こ

みがだんだんとやわらぎ、日
ひ

差
ざ

しの温
あたた

かさに春
はる

の訪
おとず

れを感
かん

じます。 

いよいよ、今年度
こ ん ね ん ど

最後
さ い ご

の月
つき

になりました。同
おな

じクラスの友
とも

だちと一
いっ

緒
し ょ

に過
す

ごすことができるのもあと少
すこ

しで

す。自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

の食生活
しょくせいかつ

や給食
きゅうしょく

を通
とお

して学
まな

んだこと、できるようになったことを振
ふ

り返
かえ

り、新
あたら

しい学
がく

年
ねん

に備
そな

えてください。また、6年
ねん

生
せい

の皆
みな

さんは小
しょう

学
がっ

校
こ う

最
さい

後
ご

の給
きゅう

食
しょく

時
じ

間
かん

を大
たい

切
せつ

に過
す

ごしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年度
しんねんど

の給 食
きゅうしょく

は 4月
がつ

1２日
にち

（火
か

）からです。 

春
はる

休
やす

みも規
き

則
そ く

正
ただ

しく生
せい

活
かつ

しましょう。 

給
きゅう

食
しょく

エプロンやぼうしが破
やぶ

れたりゴムがゆるんだりしていませんか？ 

新年度
し ん ね ん ど

が始
はじ

まるまでに準備
じゅんび

を整
ととの

えておきましょう。 

令和 4(2022)年 3月 

枚方市立菅原東小学校 

のりのつくだに 

～給食
きゅうしょく

のこんだてより～ 
  材 料

ざいりょう

（5人分
にんぶん

） 

焼
や

きのり            全形
ぜんけい

で 2枚
まい

半
はん

 

(味付
あ じ つ

きでないもの) 

こいくちしょうゆ     小
こ

さじ 1 と 1/2 

みりん             小
こ

さじ 2 

酒
さけ

                小
こ

さじ 1 

さとう             小
こ

さじ 1 

水
みず

                50 ｍ ｌ
ミリリットル

 

 

 

《作
つく

り方
かた

》 

①焼
や

きのりを手
て

で小
ちい

さく千切
ち ぎ

っておく。(ばらのりはそのままでよい) 

②温
あたた

める前
まえ

のフライパンに全
すべ

ての材
ざい

料
りょう

を入れてしっかりなじませる。 

③弱火
よ わ び

で全体
ぜんたい

を混
ま

ぜながら、水分
すいぶん

がある程度
て い ど

飛
と

ぶまで加熱
か ね つ

する。 

※給 食
きゅうしょく

の量
りょう

を基準
きじゅん

にしていますので 

家庭
か て い

で調理
ちょうり

する時
とき

は調整
ちょうせい

してください。 

人気
にん き

のある献立
こんだて

のひとつ、『のりのつくだに』です。 

おいしいのはもちろん、家
いえ

でも簡単
かんたん

につくることができ

るのも魅力
みりょく

ですね。 

 
☑がついていないところを 

4月
がつ

からの目標
もくひょう

にしましょう。 

 

□ 毎日
まいにち

朝
あさ

ごはんを食
た

べることができた 

□ おやつは時
じ

間
かん

と量
りょう

を考
かんが

えて食
た

べることができた 

□ 苦
にが

手
て

な食
た

べものも食
た

べることができた 

□ 『いただきます』『ごちそうさまでした』のあいさつができた 

□ 味
あじ

わいながら楽
たの

しく食事
し ょ く じ

ができた 

 

 
 １年間

ねんかん

の自分
じ ぶ ん

の食生活
しょくせいかつ

はどうでしたか？できたものに☑ をつけてみましょう。 

一生
いっしょう

にわたって健康
けんこう

な生活
せいかつ

を送
おく

るためには、子
こ

どものころからの食生活
しょくせいかつ

も大
おお

きく影
えい

響
きょう

してきます。 

給
きゅう

食
しょく

を通
とお

して学
まな

んだことをいかして、これからも『食
た

べること』を大切
たいせつ

にしてくださいね。 


